
第５学年外国語活動指導案 

                      日 時： 平成２４年９月２８日（金）３校時 

                      学 級： 男子９名 女子９名 計１８名 

                      授業者：Ｔ１ 橋戸孝行  Ｔ２ ｸﾞﾚｺﾞﾘｰ･ﾊﾌﾘﾝ 

 

１ 単元名 「Ｗｈａｔ ｄｏ ｙｏｕ ｗａｎｔ？ ～ようこそ普代ショップへ～」 

        （Ｈｉ ｆｒｉｅｎｄｓ！１ Ｌｅｓｓｏｎ６ 文部科学省 Ｐ２２～２５） 

 

２ 単元について 

（１）題材について 

   平成２３年度から全国の公立小学校の５，６年において外国語活動が必修となった。学習指

導要領によると，小学校外国語活動の目標は，外国語を通じて「コミュニケーション能力の素

地を養う」ことである。この具現化のために，「言葉や文化について体験的に理解を深めるこ

と」「積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図ること」「外国語の音声や

基本的な表現に慣れ親しませること」が３つの柱として挙げられている。これらの柱の統合的

な体験が中・高等学校等の外国語で目指すコミュニケーション能力を支えるものとして位置付

けられている。 

   本単元は「What do you want?」というフレーズを中心に，欲しいものを尋ねたり答えたりす

る表現に慣れ親しませる活動を通して，アルファベットの大文字とその読み方とを一致させた

り，身の回りにはアルファベットの大文字で表現されているものがあることに気付かせたりす

ることがねらいである。 

   学習においては，アルファベットの大文字とその読み方とを一致させ，欲しいものを尋ねる

・答えるという活動を通して英語を聞いたり話したりして，積極的にコミュニケーションを図

ろうとする態度の育成を図っていく。本単元では，総合的な学習の時間との関連で自分たちが

考えた「普代特産品」を販売するショップを開き，中学生に客となって学習に参加してもらい，

相手の意向を尋ねる「What  do you want?」という表現を活かして積極的にコミュニケーショ

ンを図ろうとする意欲を高めていく。 

 

（２）児童について 

    これまでの学習で児童は，あいさつや気分をたずねるときの表現（"Hello"  "My name is～"）， 

   ジェスチャーや感情・様子を表す表現（"How are you." "I'm happy."）， 数をたずねる表現（"How 

   many～?"），好き嫌い表す表現（"Do you like～?  " "I like～." "I don't like～." ），何が好きか

を尋ねる表現（"What do you like～?"）等を学習してきている。これらの学習過程においては，

果物，食べ物，飲み物，スポーツ，生き物，文房具などの名称を覚え，英語で話せる単語の数

を増やしてきている。また，"What"や"like"など，会話の中に使われる言葉から何を聞かれてい

るのか理解し，単語での返答ではあるが，聞かれていることに対して積極的に答えようとする

姿が見られる。 

   外国の言語や文化について体験的に理解を深めることについては，ＡＬＴが世界地図を使っ

て外国当てクイズを行ったりその国のジェスチャーの様子を紹介したりしてきた。また，各国

のジャンケンなど，児童が日本と外国の違いや言葉のおもしろさを知る機会を計画的に位置付

けてきた。そのため，いろいろな国の文化の違いについて興味や関心を高めているところであ

る。英語以外にも外国の文化を適宜紹介しているＡＬＴとの学習を，児童はとても楽しみにし

ている。 

   ＨＲＴやＡＬＴからの質問には意欲的に答え，ビンゴゲームやカルタなど，学習と関連した

アクティビティに対してはとても活発な児童ではあるが，友達と関わり合うインタビューゲー

ムなどは積極的にコミュニケーションを図ろうとする意欲はまだ十分に高まっていない。楽し

そうにインタビュー活動などは行うのだが，いつも特定の友達，または男子同士，女子同士と



いうような偏りが見られる。児童が友達の好みや考え方，良さなどを知ることができるように

誰とでも会話をして，コミュニケーションを図ることの楽しさを味わうことが期待される。 

（３）指導に当たって 

   本単元の主な目標は「積極的にアルファベットの大文字を読んだり，欲しいものを尋ねたり

答えたりしようとする」ことであり，単元計画は５時間扱いである。指導に当たっては，４時

間を使って，アルファベットの文字とその読み方とを一致させたり，欲しいものを尋ねたり答

えたりする表現に児童が慣れ親しむことができるように学習を進める。指導計画最後の１時間

は，発展的な学習として児童が「普代ショップ」を開くこととした。これまで学習した「What 

do you want?」で相手の欲しいものを尋ねることができることから，お店の人となって，客に品

物を販売するという活動によって，身に付けた表現がさらに確かなものになることを期待して

いる。 

     客については，本校の卒業生の中学２年生にゲストとして授業に参加してもらうこととした。 

  学級内という限られたメンバーだけでなく，いろいろな人と積極的にコミュニケーションを図

り，英語で伝え合う喜びを味わわせていきたい。外国語は頭で理解するだけでなく，使いこな

せるようにすることが求められるので，児童には学校外の人ともかかわり，コミュニケーショ

ン活動に慣れる機会を多くしていきたいと考える。 

   お店を開くには What do you want?だけでなく，その場に合ったいろいろな表現も求められる。 

  そこで，挨拶の仕方，気分や好きか嫌いかを尋ねる言い方など，今まで学習した表現を想起さ 

  せ，スムーズな会話ができるように配慮したい。特に，お店でよく使われる May I help you? や 

    Welcome などもＡＬＴとＨＲＴとのデモンストレーションで紹介し，児童の表現の幅を広げて 

  いきたいと考える。 

   児童が扱う商品については，総合的な学習の時間で取り組んできた「普代の産業」を活かし， 

  「普代の特産品にしたいもの」を各自が考え，それを商品とすることにした。総合的な学習と 

  の関連で，子どもたちが普代の特徴を知り，普代の現状から未来像を描ける一つのアプローチ 

  になることを期待している。 

 

３ 単元の目標と評価規準 

（１）身の回りにアルファベットの大文字で表現されているものがあることに気付き，積極的にア

ルファベットの大文字を読んだり，欲しいものを尋ねたり答えたりしようとする。 

（２）アルファベットの文字とその読み方とを一致させ，欲しいものを尋ねたり答えたりする表現

に慣れ親しむ。 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 

外国語への慣れ親しみ 

 

言語や文化に関する気付き 

 

自らアルファベットの大文字を 

読んだり，欲しいものを尋ねた 

り答えたりしている。 

普代ショップを開き，お客さん 

に欲しい物を尋ね，自分が考え 

た「普代特産品」を販売しよう 

としている。 

アルファベットの大文字とその

読み方とを一致させている。 

欲しいものを尋ねたり答えたり

している。 

 

 

 

身の回りにはアルファベッ

トの大文字で表現されてい

るものがあることに気付い

ている。 

 

 

 

 

４ 単元の指導・評価計画（５時間扱い）     Ｃ：Let's Chant    Ｐ：Let's Play   Ｌ：Let's Listen 

※「キャリア」の欄は「勤労観・職業観」「豊かな人間性」に関わる項目があれば記載 

 

時 

 

 

     目標・活動 

 

                評   価 

 

コ
 

 

慣
 

 

気
 

キャ 

リア 

 

評 価 規 準 

 

評価方法 



 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 身の回りには様々なところにアル

ファベットの大文字が使われている

ことに気付くとともに，アルファベ

ットの大文字とその読み方を知る。 

○「何を表しているか考えよう。」 

【P 1】誌面の絵からアルファベットの

大文字を探す。 

【P 2】「ポインティングゲーム①②

」 

【C 1】“Alphabet Chant” 

○「キーアルファベットゲーム」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

 

 

 

・身の回りにはアルファ

 ベットの大文字が使わ

 れていることに気付い

 ている。 

 

 

 

 

 

 

 

行動観察・振り

返りカード分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 アルファベットの大文字とその読

み方とを一致させるとともに，欲し

いものを尋ねたり答えたりする表現

を知る。 

【C 1】“Alphabet Chant” 

【P 2】「ポインティングゲーム①③

」 

○「何のアルファベット大文字かな？」 

【C 2】“What do you want? ” 

【L】音声教材を聞いて，アルファベッ 

 ト大文字や数字を線で結ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

  

  

  

  

 

・アルファベットの大文

 字とその読み方とを一

 致させている。 

 

 

 

 

 

 

 

行動観察・振り

返りカード点検 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 アルファベットの大文字とその読

み方とを一致させるとともに，欲し

いものを尋ねたり答えたりする表現

に慣れ親しむ。 

【C 1】“Alphabet Chant” 

【P 2】「ポインティングゲーム①④

」 

○「チェーンゲーム その１」３文字

 のアルファベットを言って順に伝

 えていく。 

【C 2】“What do you want? ” 

○「ラッキーカードゲーム」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

・アルファベットの大文

 字とその読み方とを一

 致させている。 

 

 

・欲しいものを尋ねたり

 たり答えたりしている

。 

 

 

 

 

行動観察・振り

返りカード点検 

 

 

 

行動観察・振り

返りカード点検 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 積極的にアルファベットの大文字

を読もうとするとともに，欲しいも

のを尋ねたり答えたりする表現に慣

れ親しむ。 

【C 1】“Alphabet Chant” 

○「チェーンゲーム その２」３文字のア

 ルファベットを言ったりカードを見せ

 たりしながら順に伝えていく。 

【C 2】“What do you want? ” 

【P 3】「カード集めゲーム」 

【A】身の回りから見つけたアルファ

 ベット大文字を表に書き写す。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

  

  

 

 

  

  

 

 

 

・欲しいものを尋ねたり 

 答えたりしている。 

 

 

 

・自らアルファベットの 

 大文字を読んでいる。 

 

 

 

 

 

 

行動観察・振り

返りカード点検 

 

 

 

行動観察・振り

返りカード点検 

 

 

 

 

 



 

 

５ 

〈

本 

時 

〉 

 

 普代ショップを開き，中学生（客

）に欲しいものを尋ねたり，商品を

販売したりしようとする。 

○今まで学習した，ショッピングに

 使える表現を振り返る。 

 May I help you ～? 

  How much?   ～dollars 

  Here you are.  You are welcome

. 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊 

 

 

 

 

 

 

・普代ショップを開き， 

 お客さんに欲しい物を 

 尋ね，「普代の特産品

」 

 を販売しようとしてい 

 る。 

 

 

 

行動観察・振り

返りカード点検 

 

 

 

 

 

 

５ 本時の指導 

（１）目標 

   普代ショップを開き，お客さんに欲しい物を尋ねて「普代特産品」を販売しようとしている。 

                               【コミュニケーションへの関心・意欲・態度】 

 

（２）評価規準と手立て 

              満足できる   「満足できる」に満たない児童への手立て 

 

 

 

 

 

 

 普代ショップを開き，お客さんに欲しい物

を尋ねて「普代の特産品」を販売しようとし

ている。 

 

 

 

「Hi friends１」の22ページ～23ページのイラス

トを使いながら，児童にWhat do you want?の表

現を想起させると共に，ＡＬＴやＨＲＴが客と

なり，「普代の特産品」を販売できるように支

援する。 

 

（３）キャリアの視点 

 キャリアの力  ：◎総合生活力 ○豊かな人間性 

                 「異年齢集団の活動に進んで参加し，自分の役割を果たそうとする。」 

 キャリアのねらい：「普代ショップ」に中学生を招き，外国語を使って相手とコミュニケーシ

ョンを図ろうとする。 

 総合的な学習の時間で取り組んだ「普代の産業」の学習を基に自分たちが考えた「普代の特産

品」を，普代ショップを開いて販売するという擬似体験を行う。中学生に英語で販売するという

活動を通して，積極的にコミュニケーションを図ることができるようにする。 

 また，同じ普代に住む中学生と，特産品をキーワードとしてふるさとに対する思いや願いを発

表し合えるようにする。 

（４）展開 

 過 

 程 

児童の活動
 

 

ＨＲＴの活動
 

 

ＡＬＴの活動
 

 

 指導上の留意点 

 キャリアとの関連  評価 

挨 

拶 

 

３ 

分 

１ 挨拶をする。 

Hello.  My name is 

～. 

How are you? 

I'm fine/sleepy/hungry. 

 

・全体に挨拶をする。 

・名前や気分を尋ねたり答えたりす 

る挨拶も教師間で提示する。 

・子どもたちと一緒に多くの子と挨 

拶をかわす。 

○小，中学生で挨拶ができる時

 間を確保し，「気分」や「名

 前」を聞いたり答えたりする

 活動を積極的に行えるように

 する。 

 

導 

 

入 

 

２ 学習の課題を知る。                   ○中学生が普代物産を実際に販

 売しているニュース映像を提

 示し，本時の学習活動に対す

 る関心を高める。 

○ＨＲＴとＡＬＴとのやりとり

  

 

 普代ショップへようこそ！  

    ～中学生に特産品をはん売しよう～ 

 

  

 

３ 重要な構文を知る。 

 

・中学生が販売し

 

・写真を見てWhat  

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の 

 
 

関
心
・
意
欲
・
態
度 



５ 

分 

 

 

What do you want? 

The ～, please. 

 

 

 た普代物産を黒

 板に掲示する。 

 

 

 do you want?と子

 どもたちに尋ね

 る。 

 

 から，小学生は普代の特産品

 を販売すること，中学生はそ

 れを買うことを確認する。 

 

 

 展 

 

 開 

 

１２ 

 分 

 

 

 

 

 

 

 

４ 会話で使うフレ

ー ズの練習をする。 

May I help you. Welc

ome. 

What  do you want ? 

○○, please. 

Here you are. 

How much ? 

～dollars. 

Thank you. 

 

 

 

 

・デモンストレーションで実際の買 

い物の場面を紹介し，会話に活か し

たいフレーズを確認する。 

○商品（特産品）を販売する人

（小学生）と買う人（中学生）

 の役割で，センテンスの発音

 練習を行わせる。 

○「挨拶」→「何が欲しいか聞

 く」→「欲しい物を告げる」

 →「相手に渡す」→「金額を

 聞く」→「お礼を言う」→「

挨 拶」といった会話の流れを

， 掲示物として黒板に貼る。 

○急がず，ゆっくりでいいので

 相手に聞こえる声の大きさで

 話すことに留意させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ：May I help you. ／ Welcome. 

Ａ：Hello. 

Ｈ：What  do you want ? 

Ａ：○○, please. 

Ｈ：Here you are. 

Ａ：Thank you.  How much ? 

Ｈ：～dollars. 

Ａ：Here you are. 

Ｈ：Thank you. 

Ａ：Bye. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 展 

 

 

 

 

 開 

 

２０ 

 分 

 

 

 

５ 普代ショップで交

 流を図る。  

【小学生】 

・机を配置したり商品

 を並べたりする。 

・商品の紹介文も机に

 貼って掲示する。 

【中学生】 

「普代マネー」を持っ

 て普代ショップで

買 い物をする。 

 

 

 

・小学生のお店の

 準備の補助をす

 る。 

 

 

・小学生の子どた 

 ちが商品を販売

 するために英語

 でコミュニケー

 ションを図って 

いるか観察し， 適

宜指導する。 

 

 

・中学生に買い物

 に必要なお金を

 配付したり，買

 い物で使う表現

 の練習をする。 

・中学生と一緒に

 普代ショップで

 買い物をする。 

 

 

 

 

 

 

○各班，商品を販売する児童が

 偏らないように留意する。 

  お客さんに欲しい物を尋ね 

て「普代特産品」を販売しよ

うとしている。 

 

 

○子どもたちがWhat do you  

 want ?など，既習の表現を積 

  極的に使っているかチェック 

  し，評価に活かす。 

 「普代特産品」を販売する 

 ため，中学生と積極的にコ 

 ミュニケーションを図ろう 

 としている。 

 

 

 

 挨 

 

 

 拶 

 

５ 

分 

 

 

 

 

６ 感想を交流しあう。 

【小学生】 

・「普代特産品」を中

 学生に販売した感

想 を学習シートに記入

す る。 

【中学生】 

・「普代ショップ」で

 買い物をした感想

を 学習シートに記

入す る。 

 

７ 挨拶をする。 

 

 

 

 

 

・ＡＬＴのふるさ

 とにはどんな特

 産品があるかイ

 ンタビューす  

 る。 

 

 

 

・小学生の「普代

 ショップ」や特

 産品の買い物を

 した感想を発表

 する。 

 

・自分のふるさと

 の特産品を紹介

 する。 

 

 

 

 

○振り返りカードには感想欄以

 外にも自己評価の欄も用意  

 し，子どもたちが積極的にコ

 ミュニケーションを図ること

 ができたかを振り返られるよ

 うにする。 

 

   普代の特産品に対する思 

  いや願いを，中学生に対し 

  て発表することができる。 

 

 

 

   

板書計画 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 テレビニュースで紹介

された，中学２年生の物

産販売の様子（写真） 

 

Ｔｏｄａｙ’ｓ Ｇｏａｌ  

  

 ＡＬＴのふるさとの 

   特産品の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 普代ショップへようこそ！ 

中学生に特産品をはん売しよう 

 

 

 

 ～スムーズに会話が進むために～ 

  【店の人】     【客】   

 

  中学生が販売した物

産の写真 

 

 

   あいさつ    → あいさつ 

   何がほしいか？ → これがほしい 

   わたす（品物） → お礼 いくら？ 

   いくらです   →  わたす（お金） 

   お礼 あいさつ →  お礼 あいさつ 

 

                                              

                                             

                                             

                                                    


